
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

≪クマゲラ～ １１月≫ 

全長約４５cm～６０cm、体重約０．２～０．５kgで日本に分布するキツツキ科では最大種（クマゲラのクマは特大の

意)です。写真のクマゲラは雌で、後頭部のみ赤い羽毛で被われています（雄は頭頂から後頭部にかけて赤い）。周年

で生息していますが、生息環境は、大木のある広い森林です。カラスと間違われることもありますが、大きさはやや

カラス並みですが、木の幹に垂直に止まる性質や、飛ぶと尾が長く、先がとがっていること、またゆるやかな波状を

描いて飛行することで識別できます。（カラスは直線的に飛びます）繁殖形態は卵生で、大木や枯れた木に穴を開け

て巣を作ります。（毎年同じ巣を利用します。少なくとも３年は利用します。）4～５月に平均３個の卵を生み、抱卵

期間は約半月、雛は６～７月に孵化してから約１ヵ月で巣立ちます。アイヌ語で「チプタ・チカップ」（船を彫る鳥

の意味）と呼ばれていました。その名の通り、「舟堀型」と呼ばれる楕円形の穴を掘り、主に樹木の中に巣を作るア

リ類を捕食します。（写真のように、樹皮を剥がし、その下にいる昆虫を探すこともあります)生息数は減少傾向のよ

うですが、1965年に国の天然記念物に指定されています。また、環境省のレッドリストによると、絶滅危惧Ⅱ類（VU）

とされ～絶滅の危険が増大している種となっています。とにかく鳴き声が特徴的で、飛翔中は「コロコロコロ」、止

まると特に甲高い声で「キョーン キョーン」と鳴き、鳴き声で存在を知ることが多いです。 



 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

               

 

 

 

 

 

                               

 

 

 

 

 

 

 

 

 

                         

 

 

 

 

      

                        

  

 

 

 

                              

  

 

                       

 

                                

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

                      

 

 

 

 

 

                  

 

                      

 

 

 

 

 

                      

               

 

 

  

 

   

 

                

 

 ☆チビターニュース/山の実 ２０１３年 11 月 25 日（月） 第 58 号☆ 

☆  

「
雪
虫
っ
て
な
ぁ
～
に
っ
」 

雪
の
よ
う
に
白
い
綿
毛(
本
当
は
分
泌
物)

を
ま
と
い
、
冬
を
告
げ
る
よ
う
に
ふ

わ
り
と
舞
う
雪
虫
、
何
と
も
美
し
い
名
前
で
す
が
正
式
名
称
は
「
ト
ド
ノ
ネ

オ
オ
ワ
タ
ム
シ
」、
大
き
さ
約
４
ミ
リ
、
ア
ブ
ラ
ム
シ
の
仲
間
の
昆
虫
で
北
海

道
に
は
数
種
類
い
る
よ
う
で
す
。
夏
の
間
（
６
月
以
降
）
は
ト
ド
マ
ツ
の
木

の
根
に
寄
生
し
ま
す
。
こ
の
期
間
は
、
木
の
汁
を
吸
い
な
が
ら
生
活
し
て
い

ま
す
。
気
温
が
下
が
る
１
０
月
以
降
は
、
ト
ド
マ
ツ
か
ら
離
れ
産
卵
の
為
ヤ

チ
ダ
モ
と
い
う
別
の
木
に
移
り
ま
す
。(

我
々
が
見
る
雪
虫
は
こ
の
時
期
の
も

の
で
す)

ト
ド
マ
ツ
の
木
に
い
る
間
は
、
子
を
作
る
と
き
に
雄
を
必
要
と
し
な

い
「
単
為
生
殖
」
を
行
い
、
そ
の
数
を
何
倍
に
も
増
や
す
こ
と
が
出
来
ま
す
。

(

生
ま
れ
て
く
る
子
は
全
て
雌
で
す)

そ
し
て
、
ヤ
チ
ダ
モ
に
移
っ
た
雪
虫
は
、

今
度
は
雄
も
生
む
よ
う
に
な
り
ま
す
。
こ
こ
で
交
尾
が
行
わ
れ
、
今
ま
で
の

単
為
生
殖
で
は
な
く
「
有
性
生
殖
」
が
行
わ
れ
ま
す
。(

有
性
生
殖
に
よ
っ
て

越
冬
す
る
卵
が
生
ま
れ
ま
す)

雄
は
、
餌
を
捕
る
口
を
持
た
ず
、
繁
殖
の
為
だ

け
に
生
き
ま
す
。
寿
命
は
わ
ず
か
一
週
間
、
こ
の
間
に
交
尾
を
し
ま
す
。
雄

は
力
尽
き
て
、
雌
も
一
個
の
卵
を
残
し
て
息
絶
え
ま
す
。
越
冬
し
た
卵
は
春

に
孵
化
し
、
再
び
ト
ド
マ
ツ
に
帰
り
、
単
為
生
殖
を
繰
り
返
し
ま
す
。
何
と

も
は
か
な
い
一
生
で
す
が
、
こ
の
雪
虫
、
熱
に
弱
く
、
人
間
の
体
温
で
も
弱

っ
て
し
ま
い
ま
す
が
、
そ
の
数
は
温
暖
化
の
影
響
で
年
々
減
少
し
て
い
く
と

予
想
さ
れ
て
い
ま
す
。
雪
虫
が
舞
う
と
初
雪
が
降
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す

が
、
諸
説
あ
り
ま
す
が
、
温
度
変
化
を
感
じ
て
い
る
こ
と
や
日
の
長
さ
の

変
化
、
雪
虫
の
餌
で
あ
る
ト
ド
マ
ツ
の
養
分
が
変
化
す
る
こ
と
が
理
由
と

も
・
・
・
。「
ユ
キ
ン
コ
」「
し
ろ
ば
ん
ば
」
な
ど
と
い
っ
た
俗
称
も
あ
り

ま
す
。 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

 
 

    

                                                          

「
ピ
イ

ー
ヨ
ウ

ー 

ピ
イ

ー
ヨ
ウ

ー
」 

お
客
様
「
外
で
ピ
ー
ヨ 

ピ
ー
ヨ
っ
て
何
か
せ
つ
な
く
鳴
い
て
い
る
？
の
は 

な
ん
で
す
か
？
笛
で
し
ょ
う
か
？
」
。 

こ
の
時
期
に
は
、
お
客
様
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
も
あ
る
ほ
ど
の
「
特
徴
の

あ
る
鳴
き
声
」。 

そ
う
で
す
、
こ
れ
は
笛
で
は
な
く
動
物
の
鳴
き
声
な
の
で
す
。 

こ
の
独
特
の
鳴
き
声
は
「
ラ
ッ
テ
イ

ン
グ
・
コ
ー
ル
」
と
い
っ
て
、
発
情

期
を
迎
え
た
オ
ス
鹿
が
発
す
る
声
で
、
な
わ
ば
り
主
張
や
さ
な
が
ら
自
己

ア
ピ
ー
ル
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
ょ
う
か
。 

一
声
で
数
百
メ
ー
ト
ル
先
ま
で
届
き
、
発
情
期
に
入
る
十
月
か
ら
十
一
月

に
か
け
て
さ
か
ん
に
聞
こ
え
て
き
ま
す
。 

強
い
オ
ス
は
、
数
頭
の
メ
ス
を
連
れ
て
ハ
ー
レ
ム
を
作
り
ま
す
が
、
や
は

り
、
日
ご
ろ
の
た
ゆ
ま
ぬ
努
力
が
必
要
で
す
。 

メ
ス
が
他
の
オ
ス
に
誘
惑
さ
れ
な
い
よ
う
始
終
目
を
光
ら
せ
、
食
事
も
ほ

っ
た
ら
か
し
・
・
・
。
体
重
は
見
る
見
る
落
ち
て
し
ま
い
ま
す
。 

そ
し
て
こ
れ
が
ま
た
何
と
も
言
え
ず
物
悲
し
げ
で
、
悲
壮
感
た
っ
ぷ
り
の

鳴
き
声
な
の
で
す
。 

秋
の
深
ま
り
と
い
う
よ
り
は
、
冬
の
始
ま
り
を
連
想
さ
せ
る
「
ネ
イ
チ
ャ

ー
サ
ウ
ン
ド
」「
音(
声)

の
風
物
詩
」
な
の
で
す
。
今
日
も
ど
こ
か
で
鳴
い

て
い
ま
す
・
・
・
。 

    

                                                         

↑
ヤ
チ
ダ
モ
に
移
っ
た
雪
虫 

今年の紅葉キ・レ・イでした～ 

と、思っている矢先の 10/16 層雲峡峡谷に初雪が

舞い降りました・・・。 

舞い降りるレベルではなく、激しく降り注ぎまし

たが・・・。 

一端はあきらめましたが、雪が解けて今年も「落

ち葉アート」をみることができましたっ。 

これも晩秋のお楽しみの一つです。 



   

 

 

 

                 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

  

 

 

 

 

   

★☆★☆★レンズ雲が現れました★☆★☆★ 

 

 

  

 

 

 

 

                     

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

    

 

 

 

             

 

                         

 

 

 

 

    

 

     

        

 

           

 

      

        

 

             

 

 

          

                                                     

☆チビターニュース/森のたね ２０１３年１１月２５日（月） 第 5８号☆ 

☆  

≪層雲峡峡谷～１０月≫8月下旬「ポン黒岳」の「ウラシマツツジ」からはじまった紅葉も、約１ヶ月をかけて「層雲峡

峡谷」に辿り着きました。今年の紅葉は、昨年の遅い紅葉とは打って変わり例年通りの進み具合となり、峡谷の紅葉も 9

月下旬から色づきはじめ 10 月の上旬には見頃となりました。その見頃も中旬まで続き、赤や黄が深い色あいとなり近年

にはないほどの見事な錦絵となりました。その後、10/16 に温泉街では 11cm の降雪(初雪)があり、数日経過後落葉へと

移り変わっていきましたが、部分的ではありますが 10 月後半(10/23)まで見頃部が残り、息の長い紅葉となりました。 

 

 

層雲峡

日付 19 20 21 22 23 24 25 26 27 28 29 30 1 2 3 4 5 6 7 8 9 10 11 12 13 14 15 16 17 18

温泉街       600m 1 1 2 2 2 2 2 3 3 3 4 4 4 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 5 6 6 6 7

9月 １０月

見頃５色づき始め３ 色づく４ 色あせ６ 落葉７青葉１ やや色づく２

１１月 6日午後 3時すぎに、ニセイカウシュッペ山上空に「レンズ雲」

が現れました。多くが高積雲のため、上空高いところに発生します。

前線や低気圧が近づいた時に現れやすく、主に山地の近くなどで、風

の影響によって山頂付近を湿った空気が昇る際に冷やされてできま

す。風が強く吹く・天候が悪化する前兆とされています。また、右下

図のように雲は移動していくため、１～２日後には、雨を降らせる乱

層雲が近づいてくることになります。案の定、ここ層雲峡では 7日夜

半から 8日にかけて強い風を伴って、雪や雨が降りました。 

暖かい空気(上) 

乱層雲＊雨＋→高層雲→高積雲→巻積雲→巻層雲→巻雲 

      冷たい空気（下） 

            → → → 移動方向 



 

 

■     下期観察会のお知らせ     ■ 

12/15 ～ 石狩川原生林  

01/12・02/09・03/02  

        ～ スノーシュー 紅葉谷 

01/26 ～ 銀河流星の滝 

02/23 ～ 清流の滝 

03/16 ～ 十勝三股 

 

 

 

 

 

 

 

                                

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

■ ２０１２大雪山フィールドノート写真展 ■ 

■ ２０１２大雪山フィールドノート写真展 ■ 

【日時】常時展示 

【内容】一年を通じた大雪山の自然を写真と解説 

文で紹介しています。 

 【場所】ビジターセンターレクチャールーム 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

発行：大雪山国立公園  

 

℡ 01658－9－4400 ／fax 01658－9－4401 

アドレス : http://www.sounkyovc.net/ 

開館時間 ６月～１０月／８：００～１７：３０無休・入館無料 

１１月～ ５月／９：００～１７：００月曜日休（祝祭日は翌日） 

                           2013年 11 月 25 日発行 

 

 

                                                    

折って切って開いたら、あらステキ♪ 

子供から大人まで楽しめます。 

参加自由・無料/申し込みは不要です 

 

                         

 

★★観察会は事前申し込みが必要です★★ 

★★詳細についてはお問合せください★★ 

今年のナナカマドの実は何故多いの??? 

色々と要因はありますが、一つは 6～7 月のお花の開

花時期に天候が良かったこと、また降水量も少なく花

粉が落ちなかったため、受粉率が高かったことが考え

られます。今年の 6～7 月は良い天候が続き、しかも

降水量は過去の数字と比較すると、異常なほど少ない

ものになっていました。(気象庁統計情報から) 

                        写真：11月 09日 

                                                       

9月↓ 黒岳他気象↓ 上川層雲峡・気象↓

9/28 雪虫(清川) 層 10/4 大雪山連峰一帯降雪 9/23 早朝センター前最低気温2℃

10月↓ 10/13 五合目雪 9/27 早朝センター前最低気温－1℃　温泉街霜降りる

10/1 雪虫 上 10/14 大雪山連峰一帯降雪 10/3 上川町日最大瞬間風速16.9m 観測史上四位(10月)

10/6 クマゲラ 上 10/17 七合目積雪1m 10/5 早朝センター前最低気温－3℃

10/12 ハクチョウ 上 10/29 七合目積雪40cm 10/5 早朝センター前最低気温－4℃

10/14 シノリガモ（雌) 層 11/1 七合目積雪10cm 10/16 上川・層雲峡降雪(初雪)　上川4cm　層11cm

10/17 エゾリス 上 11/9 七合目積雪30cm 10/27 温泉街吹雪

10/18 エゾモモンガ 上 11/11 七合目積雪60cm 11/6 レンズ雲発生

10/19 ハクチョウ、カワラヒワ20羽 上 黒岳周辺↓ 11/8 温泉街吹雪

10/20 ヤマゲラ 上 9/22 高原温泉沼めぐり見頃 11/9 早朝センター前最低気温－6℃

10/22 オオワシ、ウソ、カワガラス４羽、熊糞 上 9/23 緑岳第一二花畑紅葉見頃 11/10 上川町日最大瞬間風速21.5m観測史上一位（11月)

10/23 エゾリス、エゾシマリス、ベニマシコ 上 9/24 黒岳五合目まで紅葉降りる  11/11 層雲峡降雪16cm 上川10cm

10/25 オツネントンボ 上 10/2 温泉街紅葉見頃(ホームページの紅葉カレンダーを参照して下さい) 11/12 早朝センター前最低気温－９℃

10/31 キレンジャク15～20羽(上)、ツグミ40～50羽・エゾリス(層) 上層 10/9 高原温泉沼めぐり終了 11/13 早朝センター前最低気温－13℃

11月↓ 10/10 銀泉台林道冬季閉鎖  

11/1 クマタカ 層 10/11 高原温泉林道冬季閉鎖

11/2 日暈 層 10/16 愛山渓林道積雪のため閉鎖、その後冬季閉鎖へ

11/4 オオタカ、ハイタカ、クマタカ幼鳥(層) 上

11/7 キレンジャク、エゾライチョウ、ヒグマ、シメ80～100羽 上

11/8 キレンジャク・ヒレンジャク100羽、オオハクチョウ、イイズナ足跡(層) 上

11/9 エゾライチョウ 層

11/10 エゾリス 層

11/11 エゾモモンガ 上

11/12 キレンジャク・ヒレンジャク300羽、シメ、オオワシ幼鳥(層) 上

11/13 オオワシ幼鳥 層

11/16 オオアカゲラ 層

11/18 クマゲラ、ヒレンジャク、シメ、オオタカ、ハイタカ 上

観測地　：　上・上川　　層・層雲峡　　黒・黒岳

カレンダー期間　：　09/21～11/20
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